
広
報
つ
わ
の

広
報
つ
わ
の

2021  vol.193　
11

月
2021  vol.193　

11
月

青
原
小
学
校
で
は
、月
に
１
回
程
度
ク
ラ
ブ
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、運
動
ク
ラ
ブ
（
３

青
原
小
学
校
で
は
、月
に
１
回
程
度
ク
ラ
ブ
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、運
動
ク
ラ
ブ
（
３

～
６
年
生
、
12
名
）
の
児
童
は
、
毎
月
い
ろ
い
ろ
な
運
動
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。
９

～
６
年
生
、
12
名
）
の
児
童
は
、
毎
月
い
ろ
い
ろ
な
運
動
に
親
し
ん
で
い
ま
す
。
９

月
29
日
（
水
）
に
は
校
庭
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は

月
29
日
（
水
）
に
は
校
庭
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は

運
動
ク
ラ
ブ
の
児
童
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

運
動
ク
ラ
ブ
の
児
童
だ
け
で
な
く
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

連
盟
の
方
ら
地
域
の
大
人
も
一
緒
に
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
は
ク
ラ
ブ
の
持
ち
方
や

連
盟
の
方
ら
地
域
の
大
人
も
一
緒
に
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
は
ク
ラ
ブ
の
持
ち
方
や

ボ
ー
ル
の
打
ち
方
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

ボ
ー
ル
の
打
ち
方
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
と
学
校
の
協
働
活
動
と
し
て
、
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

今
後
も
地
域
と
学
校
の
協
働
活
動
と
し
て
、
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

青
原
小
学
校
運
動
ク
ラ
ブ

青
原
小
学
校
運
動
ク
ラ
ブ

グ
ウ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

グ
ウ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
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健康福祉課☎ 72-0651

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
控
除
の
対
象
と
な
る

の
は
、
令
和
３
年
中
（
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
）
に
納
付
し
た
保

険
料
が
対
象
で
す
。
令
和
３
年
中

に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、

過
去
の
年
度
分
の
保
険
料
や
追
納

さ
れ
た
保
険
料
も
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
社
会
保
険
料
控
除
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
は
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
「
控
除

証
明
書
」（
又
は
領
収
証
書
）
を
添

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
本

年
金
機
構
か
ら
、
次
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
対
象
者
宛
に
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た

ら
、大
事
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

「
控
除
証
明
書
」
の
送
付
時
期

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
９
月

30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険

料
を
納
付
さ
れ
た
方
へ
は
、
同
年

10
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け

て
順
次
発
送
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

令
和
３
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
方
へ
は
、
令
和
４

年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
し
た
場
合

ご
家
族
（
配
偶
者
や
お
子
様
等
）

の
負
担
す
べ
き
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
自
身

の
国
民
年
金
保
険
料
に
加
え
、
そ

の
保
険
料
に
つ
い
て
も
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
の
際
に
、「
控
除
証
明
書
」
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証

明
書
」
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
同

証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て

い
る
電
話
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
次
の
ダ
イ
ヤ
ル
で
も

お
受
け
し
て
い
ま
す
。

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お

掛
け
に
な
る
場
合
は
、

☎
０
３
・
６
６
３
０
・
２
５
２
５

※
お
掛
け
間
違
い
に
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

受
付
時
間

○
月
～
金
曜
日　

午
前
8
時
30
分

～
午
後
7
時

○
第
２
土
曜
日　

午
前
9
時
30
分

～
午
後
4
時

※
祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、

12
月
29
日
～
１
月
３
日
は
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

医療対策課☎ 72-4088総務財政課☎ 74-0028

医
療
法
人
橘
井
堂
の
須
山
信

夫
医
師
（
日
原
診
療
所
長
）
が
、

公
害
健
康
被
害
認
定
審
査
等
業

務
へ
の
ご
貢
献
に
対
し
、
環
境

大
臣
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
旧
笹
ケ
谷
鉱

山
の
鉱
毒
に
よ
り
、
健
康
被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
を
救
済
す
る

た
め
、
島
根
県
に
設
置
さ
れ
て

い
る
公
害
健
康
被
害
認
定
審
査

会
の
委
員
と
し
て
、
長
年
に
わ

た
り
ご
貢
献
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
須
山
医
師
に
お
か
れ

９
月
24
日
の
任
期
を
以
っ
て

齋
藤
消
防
団
長
が
退
任
さ
れ
、

９
月
25
日
付
け
で
吉
岡
副
団
長

が
新
た
に
消
防
団
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

退
任
さ
れ
た
齋
藤
前
団
長
は
、

昭
和
50
年
か
ら
45
年
に
わ
た
り

消
防
団
員
と
し
て
地
域
の
防
火
・

防
災
活
動
に
従
事
さ
れ
、
平
成

29
年
９
月
か
ら
は
消
防
団
長

と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し

た
。
永
年
に
わ
た
る
活
動
に
心

よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

新
た
に
就
任
さ
れ
た
吉
岡
団

長
は
、
昭
和
55
年
の
入
団
以
降
、

消
防
団
活
動
に
従
事
さ
れ
、
平
成

31
年
か
ら
は
副
団
長
と
し
て
団

長
を
支
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

就
任
に
あ
た
り
、「
３
０
０
人
の

消
防
団
員
と
と
も
に
地
域
の
安

心
・
安
全
の
確
保
に
尽
力
す
る
。」

と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
し
て
は
、
平
成
11
年
に
津
和

野
共
存
病
院
長
と
し
て
赴
任
さ

れ
て
以
来
、
津
和
野
町
の
地
域

医
療
の
継
続
・
発
展
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

長
年
に
わ
た
る
ご
活
躍
に
対

し
、心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

環境大臣から感謝状を贈呈

社会保険料（国民年金保険料）控除証明書が送付されます

齋藤前団長（左）と吉岡団長（右） 須山医師

津和野町消防団長に吉岡前副団長
が就任されました
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つわの暮らし推進課☎ 74-0092 日原中央公民館☎ 74-0302
定額乗合タクシーの実証実験を行っています にちはら地区子ども見守り隊　日原小に登校旗寄贈

教育委員会☎ 72-1854環境生活課☎ 72-0309
市川智子さんが端

ずいほう

宝双
そうこう

光章を受章漏水点検は定期的にしましょう

冬
が
来
る
前
に
、
ご
家
庭
で

漏
水
の
点
検
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
宅
地
内
で
漏
水
が
発
生
す
る

と
、
漏
水
し
た
水
量
分
の
水

道
料
金
・
下
水
道
使
用
料

は
、
原
則
と
し
て
お
客
さ
ま

の
負
担
に
な
り
ま
す
。

漏
水
等
の
確
認
方
法

屋
内
管
漏
水
の
場
合
は
、
家

の
蛇
口
を
全
部
閉
め
て
も
メ
ー

タ
ー
器
の
星
型
器
具
（
パ
イ
ロ

ッ
ト
）
が
回
転
し
ま
す
の
で
、

漏
水
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
早

急
に
、
修
理
依
頼
を
お
願
い
し

ま
す
。
個
人
所
有
の
一
戸
建
て

住
宅
等
は
直
接
、
水
道
の
指
定

津
和
野
町
で
は
、
便
利
で
持

続
可
能
な
移
動
手
段
の
あ
り
方

を
模
索
す
る
た
め
、
木
部
地
区

を
対
象
に
定
額
制
乗
合
タ
ク
シ

ー
の
実
証
実
験
を
10
月
１
日
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。

本
事
業
は
、
利
用
登
録
い
た

だ
く
と
１
ヶ
月
乗
り
放
題
で
利

用
で
き
、
木
部
地
区
内
で
は
ど

こ
で
も
乗
降
で
き
ま
す
。ま
た
、

津
和
野
駅
、役
場
津
和
野
庁
舎
、

津
和
野
共
存
病
院
、
キ
ヌ
ヤ
津

和
野
店
、
道
の
駅
津
和
野
温
泉

な
ご
み
の
里
に
つ
い
て
も
乗
降

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
設
定
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
木
部
地
区
か
ら
乗
降

ポ
イ
ン
ト
へ
の
移
動
だ
け
で
な

く
、
木
部
地
区
内
で
の
移
動
や

乗
降
ポ
イ
ン
ト
間
の
移
動
に
お

い
て
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。実

証
実
験
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

実
証
実
験
期
間

令
和
３
年
10
月
１
日
（
金
）

～
令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

対
象木

部
地
区
住
民

運
行
事
業
者

株
式
会
社
フ
ォ
ー
ブ
ル

（
ｋ
ｏ
ｉ
ｋ
ｏ
ｉ
タ
ク
シ
ー
）

運
賃
（
月
額
）

大
人　

５
，
５
０
０
円

小
学
生　

２
，
７
５
０
円

※
小
学
生
未
満
無
料

運
行
日

平
日
９
時
～
16
時
（
12
月
30

日
～
１
月
４
日
は
運
休
）

予
約
方
法

乗
車
の
１
時
間
前
ま
で
に
、

ｋ
ｏ
ｉ
ｋ
ｏ
ｉ
タ
ク
シ
ー　

（
☎
72
・
３
７
０
０
）
へ
電
話

に
よ
り
予
約

※
事
前
に
利
用
申
込
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

　
（
提
出
先　

木
部
公
民
館
）

※
積
雪
や
周
辺
道
路
事
情
に

よ
っ
て
は
、
ご
自
宅
近
く
ま

で
し
か
行
け
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
一
般
の
タ
ク
シ
ー
と
異
な

り
、
複
数
の
方
と
の
乗
り
合

い
に
な
り
ま
す
。
予
約
状
況

に
よ
っ
て
時
間
が
前
後
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

工
事
事
業
者
へ
修
理
の
依
頼
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ア
パ
ー
ト
等

の
集
合
住
宅
は
管
理
人
、
公
営

住
宅
は
住
宅
管
理
所
管
事
務
所

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

島
根
県
農
業
協
同
組
合
西
い

わ
み
地
区
本
部
（
全
国
共
済
農

業
協
同
組
合
連
合
会
島
根
県
本

部
、
島
根
県
農
協
共
済
福
祉
事

業
団
）
よ
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

及
び
ポ
ー
ル
コ
ー
ン
の
贈
呈
が

あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
島
根
県
農
業
協
同

組
合
が
人
命
保
護
と
被
害
の
軽

減
に
寄
与
す
る
た
め
、
共
済
事

業
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

す
。寄

贈
さ
れ
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

等
に
つ
い
て
は
、
交
通
安
全
対

策
の
た
め
町
道
等
に
設
置
す
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

建設課☎ 74-0081

カーブミラーの寄贈に
ついて

JA しまね西いわみ地区本部田村本部長と下森町長水道メーター器

９
月
１
日
（
水
）、
日
原
小

学
校
体
育
館
で
に
ち
は
ら
地
区

子
ど
も
見
守
り
隊
（
藤
井
基
史

隊
長
、
隊
員
15
人
）
が
、
日
原

小
学
校
児
童
に
登
校
時
に
使
用

す
る
登
校
旗
（
横
断
旗
）
を
寄

贈
し
ま
し
た
。

登
校
旗
授
与
式
は
、
見
守
り

隊
か
ら
藤
井
隊
長
ほ
か
隊
員
３

人
と
６
年
生
（
18
人
）
が
出
席

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

授
与
式
で
は
、
見
守
り
隊
の

皆
さ
ん
か
ら
６
年
生
の
代
表
に

登
校
旗
が
手
渡
さ
れ
、「
高
学

年
の
皆
さ
ん
が
お
手
本
と
な

り
、
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
す
る

こ
と
と
、
こ
の
旗
を
し
っ
か
り

持
っ
て
、
交
通
安
全
に
気
を
つ

け
て
登
校
し
て
く
だ
さ
い
」
と

話
が
あ
り
ま
し
た
。

６
年
生
か
ら
は
、「
い
つ
も

見
守
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
登
校
班
長
と

し
て
責
任
を
持
ち
、
安
全
に
登

校
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
登
校
旗
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
元
気

よ
く
答
え
て
い
ま
し
た
。

に
ち
は
ら
地
区
見
守
り
隊
は

平
成
17
年
発
足
以
来
16
年
間
、

登
校
日
に
は
毎
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
見
守
り
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。

登校旗授与式の様子

左右をきちんと確認して気をつけて渡りましょう

現
在
松
江
市
に
お
住
ま
い
の

市
川
智
子
さ
ん
が
、
長
年
の
教

育
に
対
す
る
ご
功
労
が
認
め
ら

れ
、
令
和
３
年
６
月
１
日
付
け

で
「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

市
川
さ
ん
は
、
旧
小
川
村
立

笹
山
小
学
校
で
教
育
者
と
し
て

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
旧
津

和
野
町
立
名
賀
小
学
校
を
最
後

に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
36

年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、児
童
・

生
徒
の
健
全
な
育
成
と
豊
か
な

情
操
を
育
む
教
育
の
実
践
に
取

り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
間
、
特
に
音
楽
教
育
に
は
力

を
入
れ
ら
れ
、
近
県
学
校
音
楽

大
会
に
は
赴
任
校
の
児
童
生
徒

を
連
れ
て
毎
年
参
加
さ
れ
た
ほ

か
、
津
和
野
小
学
校
に
赴
任
中

は
、
合
唱
の
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
・
文
部
科
学
大
臣
賞
選
考
会

に
出
場
し
ま
し
た
。
最
後
の
赴

任
先
と
な
っ
た
旧
名
賀
小
学
校

で
は
、
劇
団
四
季
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
を
小
規
模
校
に
ア
レ
ン
ジ

し
、町
内
外
で
上
演
す
る
な
ど
、

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
行
わ
れ

ま
し
た
。
退
職
後
は
、「
鷺
の

舞
ム
ジ
カ
合
唱
団
」
の
結
成
に

携
わ
っ
た
ほ
か
、
ふ
る
さ
と
畑

迫
の
「
ほ
た
る
音
頭
」
の
作
曲

を
手
掛
け
ま
し
た
。
更
に
、
子

鷺
踊
り
保
存
会
の
会
長
や
社
会

福
祉
協
議
会
副
会
長
、
人
権
擁

護
委
員
を
務
め
る
な
ど
、
そ
の

豊
富
な
知
識
と
経
験
、
高
い
見

識
を
も
っ
て
、
生
涯
学
習
の
推

進
や
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
こ
と
が
評
価
さ
れ
こ
の
度
の

受
賞
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

現
在
は
松
江
市
内
に
あ
る
ケ

ア
ハ
ウ
ス
や
す
ら
ぎ
の
里
で
、

書
道
、
華
道
、
コ
ー
ラ
ス
な
ど

に
参
加
さ
れ
な
が
ら
、
持
ち
前

の
明
る
さ
で
元
気
に
生
活
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
す
。

瑞宝双光章を受章された市川さん
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家
庭
用
の
除
湿
器
、冷
風
機
、

除
湿
機
能
付
き
空
気
清
浄
機
、

衣
類
乾
燥
除
湿
器
、
冷
水
機
な

ど
の
一
部
の
製
品
に
お
い
て
、

冷
媒
に
フ
ロ
ン
類
が
使
用
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

フ
ロ
ン
類
が
使
用
さ
れ
て
い

る
製
品
は
町
で
回
収
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
指
定
収
集
場

所
へ
の
排
出
、
処
理
施
設
へ
の

自
己
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

フ
ロ
ン
類
は
オ
ゾ
ン
層
破
壊

効
果
や
強
力
な
温
室
効
果
を
持

つ
た
め
適
切
な
処
理
が
必
要
で

す
。

【
フ
ロ
ン
類
の
確
認
方
法
】
　

　
廃
棄
さ
れ
る
家
電
が
フ
ロ
ン

類
を
使
用
し
て
い
る
か
の
確
認

は
、
製
品
に
貼
付
さ
れ
て
い
る

銘
板
シ
ー
ル
（
機
器
の
名
称
や

型
番
な
ど
が
書
い
て
あ
る
シ
ー

ル
）
や
取
扱
説
明
書
に
て
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

（
フ
ロ
ン
類
表
示
例
）

・
冷
媒
ガ
ス
、
フ
ロ
ン
ガ
ス
、

Ｒ
−12
な
ど
の
Ｒ
で
始
ま
る

も
の
、
Ｈ
Ｆ
Ｃ
、
Ｈ
Ｃ
Ｆ
Ｃ
、

Ｃ
Ｆ
Ｃ
な
ど
の
も
の

※
判
断
が
難
し
い
場
合
は
製
造

メ
ー
カ
ー
な
ど
に
お
問
い

令
和
３
年
度
の
健
康
ま
つ

り
・
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
例
年
の
「
講
演

会
」
や
「
体
力
測
定
」、「
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
」
な
ど
は
中

止
し
、
各
地
区
の
「
健
康
を
守

る
会
」
や
「
消
費
者
問
題
研
究

協
議
会
」
な
ど
の
活
動
、
健
康

づ
く
り
や
介
護
予
防
な
ど
に
役

立
つ
内
容
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル

展
示
を
次
の
と
お
り
開
催
い
た

し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
て
い
た
だ

い
た
寄
附
金
を
活
用
し
、
令
和

２
年
10
月
よ
り
５
回
に
わ
た
り

津
和
野
町
で
収
穫
し
た
減
農
薬

米
・
ヘ
ル
シ
ー
元
氣
米
（
２
㎏
）

を
東
京
都
文
京
区
の
子
ど
も
宅

食
約
６
０
０
～
７
０
０
世
帯
に

お
届
け
し
ま
し
た
。
実
際
に
お

米
が
届
い
た
家
庭
か
ら
は
、
喜

び
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
津
和
野
町
の
生
産

者
に
対
し
て
も
土
づ
く
り
に
関

す
る
支
援
を
行
い
、
安
心
し
て

お
米
作
り
を
続
け
て
い
く
サ
ポ

ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

本
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
多

く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
ご

理
解
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
ご
来
場

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

開
催
日
・
会
場

・
11
月
19
日（
金
）～
25
日（
木
）

　

津
和
野
町
民
セ
ン
タ
ー　

ロ
ビ
ー

・
11
月
29
日
（
月
）
～
12
月
３

日
（
金
）

　

役
場
本
庁
舎　

ロ
ビ
ー

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
処
分
方
法
】

①
製
造
メ
ー
カ
ー
や
販
売
店
に

ご
相
談
す
る
。

②
処
理
業
者
に
処
分
を
依
頼
す

る
。（
フ
ロ
ン
類
、
機
器
本

体
す
べ
て
）

③
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
に
依
頼

し
ガ
ス
を
抜
い
た
後
、
ガ
ス

を
回
収
し
た
こ
と
が
わ
か

る
証
明
書
を
つ
け
て
町
処

理
施
設
へ
搬
入
す
る
。

※
処
理
業
者
（
町
外
）
に
つ
い

て
は
環
境
生
活
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

※
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象

品
（
フ
ロ
ン
類
使
用
の
冷
蔵

庫
、
冷
凍
庫
、
エ
ア
コ
ン
）

と
は
処
分
方
法
が
異
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険

証
と
し
て
利
用
で
き
ま
す

令
和
３
年
10
月
か
ら
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健
康
保
険

証
利
用
の
本
格
運
用
が
始
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、「
マ

イ
ナ
受
付
」
の
表
示
の
あ
る
医

療
機
関
や
薬
局
に
設
置
し
て
あ

る
顔
認
証
付
き
カ
ー
ド
リ
ー
ダ

ー
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

置
く
だ
け
で
、
本
人
確
認
と
保

健
資
格
の
確
認
が
一
度
に
実
施

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
（
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
が
設
置
さ
れ
て

い
な
い
医
療
機
関
や
薬
局
で

は
、
従
来
ど
お
り
健
康
保
険
証

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
）。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健

康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
に

は
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。

役
場
の
窓
口
で
利
用
申
込
の
支

援
を
し
て
い
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
利
用
の
申
込
は
、「
マ

イ
ナ
受
付
」
の
顔
認
証
付
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
で
簡
単
に
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
医
療
機
関

等
で
の
待
ち
時
間
短
縮
の
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
手
続
き
を
し

て
お
い
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
て
い
ま
す
。
ご
自
分
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
や
セ
ブ
ン
銀

行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
か
ら
申
し
込
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
津
和
野
町
で

は
、
両
庁
舎
の
窓
口
に
設
置
し

て
あ
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
用
端

末
を
使
っ
て
、
申
し
込
み
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
用
端
末
設
置

場
所

・
本
庁
舎　

税
務
住
民
課
住
民
係

・
津
和
野
庁
舎　

商
工
観
光
課

総
合
窓
口
係

申
込
に
必
要
な
も
の

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
利
用
者
用
電
子
証
明
書
の
暗

証
番
号
（
数
字
４
桁
）

従
来
の
健
康
保
険
証
も
使
用
で

き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
健

康
保
険
証
利
用
本
格
運
用
後

も
、
従
来
の
健
康
保
険
証
は
利

用
で
き
ま
す
。

税務住民課☎ 74-0059環境生活課☎ 72-0309
フロンガスを使用した小型家電製品の処分方法について マイナンバーカードの健康保険証利用について

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問い合わせ先：益田税務署 ℡(0856)22－0444（代表） 

国国税税庁庁でではは、、国国民民のの皆皆様様にに租租税税のの意意義義やや役役割割、、税税務務行行政政にに対対すするる知知識識とと理理解解をを深深めめてていいたた

だだくくたためめにに、、毎毎年年 1111 月月 1111 日日かからら 1177 日日をを「「税税をを考考ええるる週週間間」」ととししてて、、ホホーームムペペーージジ等等でで

様様々々なな情情報報をを提提供供ししてていいまますす。。  

インボイス制度（登録申請） 

令和５年 10 ⽉１⽇から導⼊される「インボイス制度」
では、適格請求書発⾏事業者（登録事業者）のみが適格請
求書（インボイス）を交付することができます。 

令和３年 10 月１日から登録申請受付開始 

 登録事業者になろうとする事業者の⽅は「適格請求書発⾏
事業者の登録申請書（登録申請書）」の提出が必要です。 
 登録申請書提出後、税務署から登録番号などの通知が⾏われ
ます。 

インボイス制度 

売手である登録事業者は、買手である取引

相手（課税事業者）から求められたときは、

インボイスを交付しなければなりません。 

メールなどで送信  

マ イ ナ ポ ー タ ル 連 携 

従業員  
マイナ 

ポータル  

年 末 調 整 手 続 １

２ 確 定 申 告 手 続 
納税者  

ｅ-Ｔａｘで送信  

 

検算等の作業が簡素化 
書類の保管不要 

 

国税庁が提供する年末調整 
控除申告書作成用ソフトなど 

 

データを確定申告書の所定 
の項目に自動入力 

マイナ 
ポータル  

詳しくはこちら 

給与担当者  

    
テテーーママ「「くくららししをを支支ええるる税税」」

令和３年度　健康まつり・
ふれあいまつりのお知らせ

子ども宅食プロジェクト（ふる
さと納税）の実績について

文京区へのヘルシー元氣米　発送実績
送付日 数量（ヘルシー元氣米２㎏）

第１回 令和２年 10 月３日 599

第２回 令和２年 12 月１日 634

第３回 令和３年２月１日 669

第４回 令和３年６月４日 684

第５回 令和３年８月６日 698
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小児がん患者交通費助成事業のご案内

公
益
財
団
法
人
ヘ
ル
ス
サ
イ

エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
島
根
で
は
、

小
児
が
ん
（
20
歳
未
満
で
発
症

し
た
が
ん
患
者
を
含
む
）
の
治

療
を
受
け
る
た
め
に
県
内
外
の

医
療
機
関
に
入
院
さ
れ
る
患
者

さ
ん
や
そ
の
ご
家
族
の
経
済
的

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
島
根

県
が
ん
対
策
募
金
（
小
児
が
ん

対
策
募
金
）
を
活
用
し
て
、
住

所
地
か
ら
医
療
機
関
へ
の
移
動

に
か
か
る
交
通
費
を
助
成
し
ま

す
。

対
象
者

次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
入
院
し
た
日
か
ら
申
請
日
に

お
い
て
、
島
根
県
内
に
住
所

の
あ
る
方

・
入
院
し
た
日
に
お
い
て
20
歳

未
満
の
方

・
入
院
（
検
査
入
院
を
除
く
。）

の
た
め
住
所
地
か
ら
医
療

機
関
へ
移
動
す
る
場
合
に
、

移
動
距
離
及
び
交
通
費
が

と
も
に
一
定
基
準
を
超
え

る
方

助
成
金
額

・
県
内
の
医
療
機
関
に
入
院
さ

れ
た
場
合　

2
万
円

・
県
外
の
医
療
機
関
に
入
院
さ

れ
た
場
合　

2
万
～
10
万

円
（
医
療
機
関
の
所
在
地
に

よ
り
異
な
り
ま
す
）

助
成
金
を
申
請
で
き
る
方

本
助
成
金
を
申
請
で
き
る
の

は
、
患
者
の
扶
養
義
務
者
と
な

り
ま
す
。

助
成
金
の
申
請
か
ら
支
払
い
ま

で
の
流
れ

次
の
書
類
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

①
交
通
費
助
成
金
交
付
申
請
書

（
様
式
第
１
号
）

②
世
帯
全
員
の
記
載
が
あ
る
住

民
票
の
写
し

③
医
療
機
関
が
発
行
し
た
「
入

院
診
療
計
画
書
」
の
写
し

④
医
療
機
関
が
発
行
し
た
「
診

療
明
細
書
」
の
写
し

・
①
～
④
の
書
類
を
ヘ
ル
ス
サ

イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
島
根

あ
て
郵
送
又
は
直
接
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

・
書
類
審
査
の
う
え
交
付
を
決

定
し
、
助
成
金
を
お
支
払
い

し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

公
益
財
団
法
人
ヘ
ル
ス
サ
イ

エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
島
根

〒
６
９
３
︲
０
０
２
１

出
雲
市
塩
冶
町
２
２
３
︲
７

☎
０
８
５
３
・
22
・
９
３
５
２

津
和
野
町
が
実
施
し
て
い
る

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
検
診
車

で
行
う
集
団
検
診
と
、
医
療
機

関
で
行
う
個
別
検
診
が
あ
り
ま

す
。
個
別
検
診
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
１
月
か
ら
休
止
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
益
田
医
師
会
病

院
で
の
個
別
検
診
に
つ
い
て

は
、令
和
３
年
９
月
21
日
（
火
）

よ
り
再
開
し
ま
し
た
。

今
年
度
、
子
宮
頸
が
ん
検
診

を
ま
だ
受
け
て
お
ら
れ
な
い
方

で
医
療
機
関
で
の
子
宮
頸
が
ん

検
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

直
接
、
益
田
医
師
会
病
院
（
☎

０
８
５
６
・
22
・
３
６
１
１
）

に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

対
象
者

津
和
野
町
に
住
所
が
あ
る
20

歳
以
上
の
女
性

検
診
内
容

問
診
／
細
胞
診
検
査
／
（
オ

プ
シ
ョ
ン
検
査
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
）

検
診
料
金

○
単
独
検
査
の
場
合

20
歳
～
49
歳
の
方　

無
料

50
歳
以
上
の
方　
　

千
円

○
Ｈ
Ｐ
Ｖ
併
用
検
査
の
場
合

20
歳
～
49
歳
の
方　

無
料

50
歳
以
上
の
方　
２
千
２
百
円

検
診
期
間

令
和
３
年
９
月
21
日
（
火
）

～
令
和
４
年
３
月
31
日
（
木
）

ま
でな

お
、
集
団
検
診
に
つ
い
て

も
、
ま
だ
予
約
受
付
が
可
能

で
す
の
で
、
受
診
希
望
の
方

は
、
役
場
健
康
福
祉
課
（
☎

０
８
５
６
・
72
・
０
６
５
７
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

集
団
検
診
日
／
会
場

11
月
２
日
（
火
）
／
津
和
野

町
民
セ
ン
タ
ー

12
月
14
日
（
火
）
／
津
和
野

町
民
セ
ン
タ
ー

12
月
19
日
（
日
）
／
役
場
本

庁
舎そ

の
他
、
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
健
康
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

健康福祉課☎ 72-0657健康福祉課☎ 72-0657
しまね難病相談支援センターが行う難病相談 益田医師会病院での子宮頸がん検診について

年⾦⽣活者⽀援給付⾦制度について年⾦⽣活者⽀援給付⾦制度について
年⾦⽣活者⽀援給付⾦は、公的年⾦等の収⼊やその他の所得額が⼀定基準額以下の、年⾦受給者

の⽣活を⽀援するために、年⾦に上乗せして⽀給されるものです。
受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務⼿続きは、⽇本年⾦機構（年⾦事務所）が

■⽼齢基礎年⾦を受給している⽅ ■障害基礎年⾦・遺族基礎年⾦を
対象となる⽅

受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務⼿続きは、⽇本年⾦機構（年⾦事務所）が
実施します。

■⽼齢基礎年⾦を受給している⽅
以下の要件をすべて満たしている必要があります
 65歳以上である
 世帯員全員が市町村⺠税が非課税となっている
 年⾦収⼊額とその他所得額の合計が約88万円以下である

■障害基礎年⾦・遺族基礎年⾦を
受給している⽅
以下の要件を満たしている必要があります
 前年の所得額が約472万円以下である 年⾦収⼊額とその他所得額の合計が約88万円以下である  前年の所得額が約472万円以下である

請求⼿続き
① 新たに年⾦⽣活者⽀援給付⾦をお受け取りいただける⽅

お受け取りの対象になる⽅には、⽇本年⾦機構から、請求可能な旨のお知らせを送付します。同封のはがきお受け取りの対象になる⽅には、⽇本年⾦機構から、請求可能な旨のお知らせを送付します。同封のはがき
（年⾦⽣活者⽀援給付⾦請求書）に記⼊し提出してください。令和４年１⽉４⽇までに請求⼿続が完了しますと、
令和３年１０⽉分からさかのぼって受け取ることができます。

② 年⾦を受給しはじめる⽅
年⾦の請求⼿続きと併せて年⾦事務所または市区町村で請求⼿続きをしてください。

請求手続きは
お早めに︕

 ⽇本年⾦機構や厚⽣労働省から、電話でお客様の家族構成や⾦融機関の⼝座番号・暗証番号をお聞きしたり、⼿数料など
の⾦銭を求めることもありません。

⽇本年⾦機構や厚⽣労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。
年⾦の請求⼿続きと併せて年⾦事務所または市区町村で請求⼿続きをしてください。

 年⾦⽣活者⽀援給付⾦のご請求でお困りになったときには、お電話ください。
の⾦銭を求めることもありません。

『ねんきんダイヤル』︓０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル） 年⾦給付⾦ 検索

別
添
１

し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
難
病
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す
。
難
病
の
治
療
を
受
け

ら
れ
る
に
あ
た
っ
て
の
療
養
生

活
上
の
悩
み
や
困
り
ご
と
が
あ

る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
難

病
相
談
支
援
員
（
看
護
師
）
が

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

相
談
例

・
難
病
と
診
断
さ
れ
た
が
、
こ

れ
か
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
。

・
治
療
に
か
か
る
お
金
の
こ
と

が
心
配
。
医
療
費
の
助
成
を

受
け
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
。

・
家
族
が
難
病
と
診
断
さ
れ
た

が
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
。

・
在
宅
で
療
養
し
て
い
る
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
た
い
。

・
病
気
に
な
っ
て
今
ま
で
の
働

き
方
が
難
し
く
な
り
、
悩
ん

で
い
る
。

・
同
じ
病
気
の
人
と
話
が
し
た
い
。

相
談
方
法

■
電
話
相
談

☎
０
８
５
３
・
24
・
８
５
１
０

※
平
日
（
祝
日
を
除
く
）
8
時

30
分
～
16
時
30
分

　

毎
月
第
１
土
曜
日　

９
時
～

11
時
30
分

■
面
接
相
談

要
予
約
／
し
ま
ね
難
病
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

※
平
日
（
祝
日
を
除
く
）
８
時

30
分
～
16
時
30
分

■
メ
ー
ル
相
談

し
ま
ね
難
病
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

※
「
難
病
相
談
申
し
込
み

フ
ォ
ー
ム
メ
ー
ル
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
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︲
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０
８
５
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・
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・
８
５
１
０
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広報つわの 2021 年 10 月 11 日発行

ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！ここでは、津和野高校の“今”をお届けします！

あって平和についての印象がガラッと変わった。あって平和についての印象がガラッと変わった。
人によって価値観や考え方は違うし、平和に対し人によって価値観や考え方は違うし、平和に対し
ての捉え方も違う。その多様性を認め合えて、世ての捉え方も違う。その多様性を認め合えて、世
界の中で少しでも一人ひとりが求める平和を実現界の中で少しでも一人ひとりが求める平和を実現
できたらいいなと思った。(世界のあーだこーだ)できたらいいなと思った。(世界のあーだこーだ)

津和野のお茶の歴史、加工方法、工夫などたく津和野のお茶の歴史、加工方法、工夫などたく
さんの話を聞いてお茶をもっと知りたいと思いまさんの話を聞いてお茶をもっと知りたいと思いま
した。実際に煎茶体験もさせてもらって味や成分した。実際に煎茶体験もさせてもらって味や成分
についても知れました。まるでお茶のように深くについても知れました。まるでお茶のように深く
て濃い内容の話や体験ができて楽しい時間が過ごて濃い内容の話や体験ができて楽しい時間が過ご
せました。(秀翠園‐五感で学ぶお茶の世界‐)せました。(秀翠園‐五感で学ぶお茶の世界‐)

ツコウの情報を『津和野高校ホーツコウの情報を『津和野高校ホー
　ムページ』にて発信しております　ムページ』にて発信しております

→http://tsuwano.ed.jp/→http://tsuwano.ed.jp/

１年生が「ブリコラージュゼミ」に参加しました♪１年生が「ブリコラージュゼミ」に参加しました♪
９月14日(火)に今年度３回目となる「ブリコ９月14日(火)に今年度３回目となる「ブリコ

ラージュゼミ」を通して、地域の方との新しい出ラージュゼミ」を通して、地域の方との新しい出
会いや新たな学びを得ることができました。この会いや新たな学びを得ることができました。この
ゼミは、自分の興味関心を知り、自己理解を深めゼミは、自分の興味関心を知り、自己理解を深め
る目的で実施され、今回は約20名の地域の方々る目的で実施され、今回は約20名の地域の方々
にご協力いただきました。にご協力いただきました。
全11講座の紹介全11講座の紹介
赤瓦のひみつ - 瓦から景観
を見直そう -

音楽で自分を表現！

秀翠園 ‐ 五感で学ぶお茶の
世界 ‐

１本の木のストーリー・林
業体験

環境アドバイザーと学ぼう ボールペンハーバリウム作り
メロンパーク農林体験 呉服屋さんで着付け体験
世界のあーだこーだ 小学校の理科室に潜入！
津和野の食を知ろう

生徒の感想生徒の感想
まだまだ世界は私の知らないことだらけで、知まだまだ世界は私の知らないことだらけで、知

らないことを知るのは面白いけれど残酷な事実もらないことを知るのは面白いけれど残酷な事実も

中等部　自習の様子中等部　自習の様子
最近のHAN-KOHの自習時間の様子です。最近のHAN-KOHの自習時間の様子です。

今年度は主に英語（英単語を作るゲーム）・数今年度は主に英語（英単語を作るゲーム）・数
学（計算力・推理力を養うゲーム）・化学（元素学（計算力・推理力を養うゲーム）・化学（元素
記号・化学式を作っていくゲーム）のカードゲー記号・化学式を作っていくゲーム）のカードゲー
ムを教室に置いています。ムを教室に置いています。

授業でも使っている英語・数学・化学のカード授業でも使っている英語・数学・化学のカード
ゲームを自習の時間にも使って、学んでいます。ゲームを自習の時間にも使って、学んでいます。

生徒たちが自発的に教材を選び、学年関係なく生徒たちが自発的に教材を選び、学年関係なく
皆で楽しく学んでいる様子でした。皆で楽しく学んでいる様子でした。

その中でも感心したのが、カードゲームのルーその中でも感心したのが、カードゲームのルー

ルを生徒が少しアレンジしてプレイしていることルを生徒が少しアレンジしてプレイしていること
でした。でした。

知らない間に創意工夫しながら学びを展開して知らない間に創意工夫しながら学びを展開して
いる姿をみて大きな成長を感じることができましいる姿をみて大きな成長を感じることができまし
た。た。

単にノートに書き込ませるだけの講座・自習時単にノートに書き込ませるだけの講座・自習時
間ではなく、今後は生徒自ら学びを展開させるよ間ではなく、今後は生徒自ら学びを展開させるよ
うな時間も作っていきたいと考えています。うな時間も作っていきたいと考えています。

HAN-KOH講師・スタッフ一同、これからも頑HAN-KOH講師・スタッフ一同、これからも頑
張っていきますので宜しくお願いします。張っていきますので宜しくお願いします。

町営英語塾HAN-KOHに関する町営英語塾HAN-KOHに関する
情報はwebでご覧ください！情報はwebでご覧ください！

→http://hankoh-tsuwano.com/→http://hankoh-tsuwano.com/
→https://www.facebook.com/→https://www.facebook.com/
HANKOH2014/HANKOH2014/

HH
ハ ン コ ーハ ン コ ー

AN-KOHAN-KOH だ よ りだ よ り

ホームページ

  facebook

『『津津和和野野のの料料理理－－継継ぐぐ、、育育むむ、、伝伝ええるる、、創創るる』』

  

津津和和野野のの料料理理－－継継ぐぐ、、育育むむ、、伝伝ええるる、、創創るる』』

  

ううるるかか煮煮、、鮎鮎のの雑雑炊炊、、おおややききにに芋芋煮煮、、ううずずめめ飯飯。。他他ににもも

春春夏夏秋秋冬冬、、

言言葉葉でで語語らられれたた

感感じじささせせててくくれれまますす。。

  

いいたたももののだだそそううでですす。。ここううししたた史史料料やや津津和和野野のの食食にに関関わわ

るるココララムムもも載載せせらられれ

 

  郷土に関する図書資料をご紹介します。

津津和和野野のの料料理理－－継継ぐぐ、、育育むむ、、伝伝ええるる、、創創るる』』

  津津和和野野のの新新ししいい文文化化ををつつくくるる会会・・編編著著

  津津和和野野のの郷郷土土料料理理のの本本でですす。。ふふききののととうう味味噌噌、、ななすすのの

ううるるかか煮煮、、鮎鮎のの雑雑炊炊、、おおややききにに芋芋煮煮、、ううずずめめ飯飯。。他他ににもも

春春夏夏秋秋冬冬、、数数々々ののおお料料理理がが掲掲載載さされれてていいまますす。。津津和和野野のの

言言葉葉でで語語らられれたた文文章章ににはは味味わわいいががあありり、、歴歴史史やや風風土土ををもも

感感じじささせせててくくれれまますす。。

  ここのの表表紙紙のの絵絵はは天天神神山山神神社社のの奉奉納納額額でで芋芋煮煮のの宴宴をを描描

いいたたももののだだそそううでですす。。ここううししたた史史料料やや津津和和野野のの食食にに関関わわ

るるココララムムもも載載せせらられれてていいまますす。。

津和野図書館  ☎72

日原図書館   ☎74

郷土に関する図書資料をご紹介します。

津津和和野野のの料料理理－－継継ぐぐ、、育育むむ、、伝伝ええるる、、創創るる』』    

津津和和野野のの新新ししいい文文化化ををつつくくるる会会・・編編著著

津津和和野野のの郷郷土土料料理理のの本本でですす。。ふふききののととうう味味噌噌、、ななすすのの

ううるるかか煮煮、、鮎鮎のの雑雑炊炊、、おおややききにに芋芋煮煮、、ううずずめめ飯飯。。他他ににもも

数数々々ののおお料料理理がが掲掲載載さされれてていいまますす。。津津和和野野のの

文文章章ににはは味味わわいいががあありり、、歴歴史史やや風風土土ををもも

感感じじささせせててくくれれまますす。。  

ここのの表表紙紙のの絵絵はは天天神神山山神神社社のの奉奉納納額額でで芋芋煮煮のの宴宴をを描描

いいたたももののだだそそううでですす。。ここううししたた史史料料やや津津和和野野のの食食にに関関わわ

てていいまますす。。  

72-0155     

74-0355     

郷土に関する図書資料をご紹介します。 

津津和和野野のの新新ししいい文文化化ををつつくくるる会会・・編編著著  22000066 年年  

津津和和野野のの郷郷土土料料理理のの本本でですす。。ふふききののととうう味味噌噌、、ななすすのの

ううるるかか煮煮、、鮎鮎のの雑雑炊炊、、おおややききにに芋芋煮煮、、ううずずめめ飯飯。。他他ににもも

数数々々ののおお料料理理がが掲掲載載さされれてていいまますす。。津津和和野野のの

文文章章ににはは味味わわいいががあありり、、歴歴史史やや風風土土ををもも

ここのの表表紙紙のの絵絵はは天天神神山山神神社社のの奉奉納納額額でで芋芋煮煮のの宴宴をを描描

いいたたももののだだそそううでですす。。ここううししたた史史料料やや津津和和野野のの食食にに関関わわ
ツコウ１1 本の木のストー
リー・林業体験

呉服屋さんで着付け体験

ペットボトルの出し方についてペットボトルの出し方について
今回は、ペットボトルの出し方のポイントについてご説明今回は、ペットボトルの出し方のポイントについてご説明

します。します。

①容器包装プラスチック指定袋に入れて出してください。①容器包装プラスチック指定袋に入れて出してください。
②異物の入ったペットボトルは出せません。②異物の入ったペットボトルは出せません。
（例　飲み残し、たばこなどや異物をいれたもの）（例　飲み残し、たばこなどや異物をいれたもの）
③中身を水ですすいで、乾かしてから出してください。③中身を水ですすいで、乾かしてから出してください。
④キャップとラベルをはずす。キャップとラベルは容器包④キャップとラベルをはずす。キャップとラベルは容器包
　装プラスチックです。　装プラスチックです。
⑤ペットボトルは、切らずにそのまま出してください。⑤ペットボトルは、切らずにそのまま出してください。

リサイクルのご協力をお願いします。リサイクルのご協力をお願いします。

☆鹿足郡リサイクルプラザコラム☆☆鹿足郡リサイクルプラザコラム☆

お問い合わせ先
鹿足郡リサイクルプラザ　☎ 0856-77-1568


